
令和３年度第１回松本市有価資源物価格協議委員会 会議録 

 

日 時 令和３年９月２７日（月）午後３時５５分から４時２５分 

場 所 松本市大手公民館２階 大会議室 

参加者（１３名） 委員１０名  

松本市  環境業務課 原課長、花村課長補佐(報告者)、久保田主査 

     

１ 開会 

 

 

 

 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

 

３ 議長選出 

 

 

４ 議事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（原課長） 

令和３年度第１回松本市有価資源物価格協議委員会を開催いたします。 

 委嘱状の交付（梶山三男委員、羽田野雅司委員の新任、前任者の在任期間Ｒ

4.10.2まで） 

本会議の委員長を、委員会設置要綱第４条２項により、山田信司松本市環境

衛生協議会連合会長に委任。副委員長を、委員会設置要綱第４条３項規定によ

り委員長が松本市町会連合会副会長の梶山委員を指名。 

 

（山田委員長） 

 本会はリサイクル事業を推進する中で、有価資源物の適正な買取価格を公の

場で決める必要があり、半年に１回開催する。この場合の有価資源物は、町会

で集めたものに限る。本日も速やかな進行となるようご協力いただきたい。 

 

（原課長） 

委員会設置要綱第５条により、山田委員長を議長に指名。 

 

（山田委員長） 

 議題(1)資源物の価格改定について、事務局から説明をお願いします。 

（花村課長補佐） 

 資料「資源物の改定価格案について」の説明 

現在の市場状況を説明し、９月１７日資源リサイクル業務研究会を開催し、

基準となる相場価格を基に、売却額から経費を除いた額に相当するよう、調

整額を用いて算出した価格案であることを説明する。 

（山田委員長） 

 改定価格案について、荷受業者から意見を伺います。金属類、紙・布、びん

の順で。 

（花村産業・鈴木委員） 

 アルミ・鉄ともに市場価格が上昇しており、要因の検証は必要だが、需要

の伸びにより高値が継続すると予想している。今回の改正価格は妥当と考え



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。 

（しんえこ・小松委員） 

  鉄類は、令和３年１月以降徐々に上昇し、７月に下げ気味にはなったが横

ばい。アルミも高値で安定している。価格は適正と考える。 

 

（百瀬商店・百瀬委員） 

  紙メーカーはフル生産で原料も足りないくらいに回っており、金属相場の

伸びに伴って紙価格も上昇するはずだが動きがない。荷受としてはつらいと

ころ。価格はこれでよい。 

  布は取引先で徐々に動くようになってきたが、価格は０円継続でお願いし

たい。 

（ヤマカ資源回収・神農委員） 

  百瀬商店と同様。布は、鈍いが動いている。各業者の取引先の事情により

差がある。価格に関しては妥当と考える。 

（日光紙業・高木委員） 

  紙は２社と同様。 

  布は、取引先の流通が停まっている状況。新たな販路を探しつつ、ストッ

クヤード整備を進めて２０２１年内を目途に荷受できるように準備中。価格

は０円維持を希望する。 

 

（山田商店・山田委員） 

  今のところ変動は見られないので、現状維持でお願いしたい。 

 

（山田委員長） 

  改定価格案に反対意見がないので、提案のとおり決定したい。 

現価格に対する改定価格を確認しておく。アルミを５０円引き上げ１０９

円、鉄を９．５円引き上げて１９．１円、段ボールを１円引き上げ３．５円、

その他のものは据え置き（新聞４円、雑誌０．５円、一升びん４円、ビール

びん(大)５円、ビールびん(中・小)４円、ジュースびん５円）、古布は現状の

０円とする。 

 ・全委員承認 

（山田委員長） 

適用の期日は、９月１日からの回収、１０月１日以降の調定からでお願い

したい。 

・全委員承認 

 

（梶山委員） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 閉会 

  新任なので、幾つか伺いたい。今回の決定額は、町会助成金の額にどのよ

うに反映されるのか。うちの町会では年々市からの助成金が減っている。 

（山田委員長） 

この価格は、町会への助成金に直接反映されるのものではない。この１０

年間で排出量自体が激減しているので、収集量が減ったから助成金が減った

ということ。 

（花村課長補佐） 

町会助成金は、収集量に応じて増減し、１kg 当たりの単価はアルミ３０

円、その他４円で変えていない。令和２年は総額で約１８００万円助成した。 

（梶山委員） 

この買取価格の基準となる金額はいつのものか？ 

（花村課長補佐） 

 ２０２１年８月時点の相場価格。旧価格は２０２１年２月の相場価格を用

い、例えばアルミの５９円は１０円を上乗せしているので、相場価格は４９

円だったことになる。 

（山田委員長） 

 買取価格は相場に左右される価格であり、影響が大きいので増減幅が２

０％を超える場合には、臨時的に検討してはどうかとされている。 

（梶山委員） 

上乗せと差し引きの対応の違いは何か？ 

（花村課長補佐） 

上乗せと減額の取り扱いの違いは、アルミ缶は不純物が混在しない前提で

１０円上乗せする。対して、鉄（その他金属類）は混合製品など不純物処分

の経費を２８円分差し引くという基準を設けたことによる。 

 

（山田委員長） 

その他事務局からありますか。 

（原課長） 

ありません。 

（山田委員長） 

本会の決定事項を臥雲市長に報告します。 

 

（原課長） 

以上で、有価資源物価格協議委員会を閉じます。 

                         （以上） 

 


